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栃木市キャラクター 「とち介」

児童一人一人がいきいきと学ぶ「小規模特認校」
─ 栃木市立大宮南小学校 ─



‘栃木市’知ってますか？
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１市５町の合併により 現在の栃木市 （２０１４～）
人 口 ： 約１６万人
公立学校数 ： 小学校３０校 中学校１４校



‘栃木市’知ってますか？

巴波川 秋祭り 山車

渡良瀬遊水池 バルーンレース

小江戸文化の風情が残る‘蔵のまち’

豊かな自然を生かした人々の集い

太平山 さくら通り



栃木市における少子化・人口減少について

14,638

13,349

11,945

10,618

9,319
8,458

7,896

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

人

2010年比
53.9％

５～１４歳の栃木市人口推移

栃木市の将来人口推計

（国立社会保障・人口問題研究所データより）



目的： 小規模校のよさを生かした教育を受ける機会を子ども
たちに提供し、学校の選択の幅を拡げる。

小規模特認校制度導入について

また、人口減少が進む社会における児童数の減少に対
して、複式学級の解消を図ることもねらいとしている。

※ 栃木市では、現在市費負担の教員を配置して、複式学級に該当する学年の1学年
1学級を確保している。

導入校： 平成25年度より 大宮南小
平成26年度より 国府南小 真名子小
平成27年度より 小野寺北小

※ 導入時期については、市町合併に関連している。

小規模特認校・・・市内在住なら学区以外からも転入学ができる学校



小規模特認校制度導入について

大宮南小 （H25～）

国府南小（H2６～）

真名子小（H26～）

小野寺北小（H27～）

大宮南小
国府南小

平野部
真名子小
小野寺北小

山間部



小規模特認校制度利用者数について

学校名 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

大宮南小

全校児童数 ５５ ５６ ６３ ６８ ６６ ６７ ８０

制度利用者数 ― １０ １３ ２０ ２４ ２９ ３６

国府南小

全校児童数 ５３ ４８ ４０ ３９ ３６ ４４ ３９

制度利用者数 ― ― ０ ３ ８ １６ １７

真名子小

全校児童数 ５６ ５４ ５３ ５１ ４７ ４２ ４４

制度利用者数 ― ― ３ ２ ０ ０ １

小野寺北小

全校児童数 ３５ ２５ ２５ ２２ ２４ ２５ ２８

制度利用者数 ― ― ― ０ ２ ３ ４

複式解消！



小規模特認校ごとの評価について

・各学校の保護者・地域住民の代表からの編成される協議会の設立
・当該校の今後の在り方についての協議 （学校統合の視野も含む）

・小規模特認校制度の適応継続についての協議

地元代表協議会における協議

・有識者、学校教育関係者等を含む機関への教育委員会からの諮問
・市内学校適正配置に関する協議
・学校ごとの小規模特認校制度の適応継続についての協議

学区審議会における協議

教育委員会としての評価：制度の適応継続について



小規模特認校ごとの評価について

大宮南小
国府南小

制度利用者数が多く、今後の
増加も見込まれるので、制度の
適用を継続する。
※ なお評価については、大宮南小は３年ごと、

国府南小は毎年行うこととする。

真名子小
小野寺北小

制度利用者数が少なく、今後
の増加も見込めないので、制度
の適用をH31年度より停止する。



小規模特認校制度の推進



小規模特認校 啓発パンフレット ～大宮南小～ （表面）



小規模特認校 啓発パンフレット ～大宮南小～ （中面）



小規模特認校 啓発パンフレット ～国府南小～ （表面）



小規模特認校 啓発パンフレット ～国府南小～ （中面）



小規模特認校合同説明会の様子

市職員による制度説明 講話「子どもが自然を体験するよさ」

学校紹介（校長先生より） 学校紹介（保護者より）



小規模特認校での具体的な取組

〇小規模校のメリットを最大化させる取組

➀ きめ細かな指導による学力の向上

② 外国語教育によるコミュニケーション力の育成

③ 各種検定制度を活用した学習意欲の向上

④ ICT機器活用及びプレゼンテーション力の向上

〇小規模校のデメリットを最小化させる取組

➀ 学校間ネットワークの構築

② 「とちぎ未来アシストネット」（※）を活用した地域による学習支援の充実

③ コミュニティ・スクールを活用した地域ぐるみの教育の充実

④ 外部講師等による「魅力ある授業」を通した、コミュニケーション力の向上



※ とちぎ未来アシストネットについて

① 中学校区・公民館単位での組織づくり （１０エリア）

・公民館 （「地域アシストネット本部」）に 「地域教育協議会」を設置

② 地域コーディネーター・学校コーディネーターの配置

③ 市全域対象に「アシストネット推進委員会」の設置

④ 「ボランティア交流会」の開催（年1回） 参加者：約250人

【平成29年度実績】

学校支援ボランティア 延べ人数 ４４１，５７７ 人

延べ回数 ８，２６１ 回

地域コーディネーター ６６ 人

「学校支援ボランティア活動」や「児童生徒の地域参画活動」を

組織的に支援する教育システム



小規模校のメリットを最大化させる取組

➀ きめ細かな指導による学力の向上

② 外国語教育によるコミュニケーション力の育成

個に応じた指導の充実 全校児童で朝の学習

低学年からの外国語教育 校外学習での活用



小規模校のメリットを最大化させる取組

③ 各種検定制度を活用した学習意欲の向上

④ ICT機器活用及びプレゼンテーション力の向上

漢字検定へのチャレンジ（先生や保護者も一緒に）

タブレットの活用 ICTを活用してのプレゼン



小規模校のデメリットを最小化させる取組

➀ 学校間ネットワークの構築

② 「とちぎ未来アシストネット」を活用した地域による学習支援の充実

スカイプによる他校との交流 他校との合同修学旅行

書写指導学習ボランティア 自然体験学習ボランティア



小規模校のデメリットを最小化させる取組

③ コミュニティ・スクールを活用した地域ぐるみの教育の充実

④ 外部講師等による「魅力ある授業」を通した、コミュニケーション力の向上

学校行事への地域住民の参加 地域行事への児童の参加

ドリアン助川さん「詩作教室」 落語体験活動



小規模特認校制度導入の成果

【大宮南小】

➀ 小規模校のよさへの保護者・児童のニーズがあった。
② 魅力ある学校づくりを進めることができた。
③ 学校への高い評価が保護者等に口コミで広がった。
④ 学校が市の中心地近郊にある。
⑤ 大規模校が隣接している。

※ ④⑤のついて大宮南小は優位であった。

要 因



小規模特認校制度導入の成果

【全ての小規模特認校】

➀ 各学校（職員）において、児童を増やす（人を集め
る）ことへの意識が高まった。（サービスの向上）

② 「少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教
育推進事業（文部科学省）」による支援を充実させた。

（H28年度～H30年度）

③ 地域ぐるみで学校の魅力化に取り組めた。

要 因



◆小規模特認校での保護者・地域住民との連携
‘学校を存続させるための支援の充実’を進める

◆学校統合を進める保護者・地域住民との連携
‘子どもたちへのよりよい教育環境の充実’を進める

・ 行政側からの丁寧な説明及び対応
・ ・ 目的意識の共有「子どもたちのために」

栃木市としての今後の課題

小規模特認校制度の適用

適用停止

学校統合への検討

児童数増が見込めない場合
小規模特認校制度を導入しても
児童の増加が困難な場合、市の
学校適正配置基本方針に則り、
隣接校等との学校統合の検討を
保護者・地域住民とともに進めて
いく。

本市の考え方

円滑な転換

課 題

学校教育
の魅力化

一貫させること



「蔵の街」栃木の雪景色


